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『
己
易
』
訳
註

（
そ
の
二
）

牛

尾

弘

孝

　
全
書
之
照
臨
為
日
月
、
以
吾
黒
変
通
念
四
時
、
囲
碁
之
謹
撰
於
清
濁
之
両
間
者
為
万
物
、
以
吾
之
視
聖
目
、
以
吾
之
身
為
耳
、
土
嚢
之

嘘
為
口
、
妻
琴
之
嗅
為
鼻
、
批
判
早
業
為
手
、
行
為
足
、
以
吾
之
思
慮
里
心
、
言
吾
之
変
化
云
為
深
不
可
測
、
謂
之
日
頃
、
言
吾
心
之
本

日
性
。
言
華
墨
妙
不
可
致
詰
、
不
可
以
人
為
加
焉
二
塁
、
得
此
中
之
徳
、
由
此
謂
之
道
、
長
螺
夏
芝
仁
、
其
宜
謂
之
義
、
其
履
謂
之
礼
、

其
明
謂
之
智
、
其
昏
謂
之
愚
、
其
不
実
謂
理
念
、
世
理
謂
之
吉
、
其
失
謂
之
凶
、
其
道
過
謂
之
無
轡
、
其
析
然
謂
之
喜
、
其
身
然
謂
之
憂
、

悔
其
非
謂
之
悔
、
齎
極
小
、
謂
之
吝
、
其
不
偏
不
過
謂
之
中
馬
其
非
邪
謂
之
正
、
金
尽
焉
謂
之
聖
、
其
未
尽
焉
謂
聖
賢
、
言
乎
其
変
謂
之

易
、
言
乎
其
無
所
不
通
謂
連
銀
、
言
乎
無
二
謂
之
一
、
今
謂
之
己
。
謂
之
己
者
、
亦
離
乎
六
尺
出
置
有
妙
己
也
。
一
也
。
二
之
者
、
私
也

桔
也
。
安
得
無
私
与
桔
者
而
告
之
。

吾
の
照
臨
⑫
を
以
て
日
月
＠
と
為
し
・
吾
の
変
通
＠
を
以
て
四
時
＠
と
為
し
・
吾
の
清
濁
＠
の
両
間
に
灘
勘
す
る
も
の
を
以
て
万
物

と
為
し
・
吾
の
視
る
を
以
て
目
と
為
し
、
吾
の
聴
く
を
以
て
耳
と
為
し
、
吾
の
嚇
む
を
以
て
口
と
為
し
、
吾
の
噺
ぐ
を
以
て
鼻
と
為
し
、

吾
の
鱗
る
を
以
て
手
と
為
し
・
行
く
を
足
と
為
し
・
吾
の
思
慮
を
以
て
心
と
為
し
・
吾
の
変
化
．
潔
態
深
く
し
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を

言
い
て
・
こ
れ
を
謂
い
て
魑
と
誓
い
、
吾
の
心
の
本
を
言
い
て
駿
野
目
ワ
。
性
の
妙
、
黎
筍
す
べ
か
ら
ず
、
人
為
を
以
て
こ
れ
に

加
う
べ
か
ら
ざ
る
を
言
い
て
魁
と
倶
、
こ
れ
を
得
る
こ
れ
を
徳
＠
と
勢
い
、
こ
れ
笛
る
こ
れ
を
道
＠
と
謂
い
、
そ
舞
る
こ
れ
を

仁
⑬
と
謂
い
・
そ
の
煙
し
き
こ
れ
を
毒
と
謂
い
、
そ
の
組
む
こ
れ
を
礼
⑭
と
謂
い
・
そ
の
明
ら
か
な
る
こ
れ
を
智
⑭
と
謂
い
、
そ
の
鶴

き
こ
れ
を
愚
と
謂
い
・
そ
の
不
実
こ
れ
熱
㊥
と
謂
い
・
そ
の
得
る
も
の
こ
れ
を
吉
＠
と
謂
い
、
そ
の
失
う
こ
れ
を
凶
＠
と
謂
い
、
そ
の

癖
を
補
う
こ
れ
を
締
な
し
＠
と
謂
い
、
そ
の
羅
た
る
こ
れ
を
喜
磐
謂
い
、
そ
の
羅
窓
こ
れ
を
憂
磐
謂
い
、
そ
の
勲
を
悔
ゆ

こ
れ
を
鰍
と
謂
い
・
齢
み
轟
。
な
る
こ
れ
を
警
謂
い
・
そ
舞
ず
避
ぎ
ざ
る
こ
れ
奪
謂
い
・
邪
に
非
ざ
る
こ
れ
を
蒔
＠
と

謂
い
・
そ
の
尽
く
す
こ
れ
を
聖
と
謂
い
・
そ
の
籾
だ
尽
く
さ
れ
ぎ
る
こ
れ
を
賢
＠
と
謂
い
・
そ
の
変
を
　
一
。
い
て
こ
れ
を
雛
＠
と
謂
い
、
そ
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の
通
ぜ
ざ
る
心
な
き
を
言
い
て
こ
れ
を
道
＠
と
謂
い
・
二
な
き
を
言
い
て
こ
れ
壼
＠
と
謂
い
・
い
ま
こ
れ
畿
＠
と
謂
う
・
こ
れ
を
己

と
謂
う
も
・
ま
た
六
尺
を
離
れ
て
ま
た
妙
己
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
・
こ
れ
を
二
に
す
る
も
の
は
疇
な
り
・
梅
な
り
・
即
く
に
か
私

と
桔
と
な
き
者
を
得
て
こ
れ
に
告
げ
ん
。

　
　
註

讐
誌
欝
量
器
鐸
紅
藻
繋
ボ
ら
す
し
と
あ
る
ほ
粧
類
似
の
用
例
は
か
な
り

　
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
ナ
へ
じ

＠
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
六
章
に
、
「
　
（
易
の
）
変
通
は
四
時
に
配
す
」
、
同
じ
く
第
十
一
に
、
「
変
通
は
四
時
よ
り
大
な
る
は

　
な
し
」

＠
註
＠
を
参
照
。
他
に
も
用
例
は
多
い
。

＠
天
地
の
こ
と
。
「
己
易
」
訳
註
（
そ
の
一
）
の
註
⑫
・
⑰
を
参
照
。

⑫
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
こ
と
。
『
　
き
　
辛
み
↑
’
謹
聴
』
馨
篇
に
、
「
天
高
く
高
訓
く
・
万
物
散
顕
し
て
・
藤
行
わ
る
」
と
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
つ

＠
　
『
易
経
』
繋
辞
下
器
官
十
二
章
に
、
「
こ
の
故
に
変
化
云
為
は
、
吉
事
に
は
祥
あ
り
、
象
事
に
は
器
を
知
り
、
占
事
に
は
来
を

　
知
る
」
と
あ
っ
て
、
変
化
は
天
地
の
変
化
、
云
為
は
人
間
の
言
行
の
意
に
解
す
る
が
・
こ
こ
で
は
畿
の
変
化
動
静
の
霊
妙
さ
を

　
言
う
。

＠
徽
と
は
雛
の
霊
妙
な
働
き
を
言
い
表
わ
す
名
で
あ
っ
て
、
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
五
章
に
・
「
陰
陽
躍
ら
れ
ぎ
る
こ
れ
を
神
と

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
よ
つ

　
謂
う
」
、
同
じ
く
説
卦
伝
第
六
章
に
、
「
神
な
る
も
の
は
、
万
物
に
妙
に
し
て
言
を
為
す
も
の
な
り
」
と
あ
る
ほ
か
、
そ
の
用
例

　
は
か
な
り
多
い
。
楊
慈
湖
は
真
心
の
自
由
無
量
な
る
霊
妙
性
を
強
調
す
る
場
合
・
特
に
孔
子
の
・
「
暴
露
精
神
踏
青
聖
（
心
の
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぞ
う
し

　
神
こ
れ
を
聖
と
謂
う
）
」
（
『
孔
叢
子
』
相
引
篇
）
と
い
う
一
句
を
頻
繁
に
引
用
す
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
孔
子
、
子
思
に

　
語
り
て
日
う
、
心
の
精
神
こ
れ
を
聖
と
謂
う
と
。
聖
も
ま
た
通
ぜ
ざ
る
所
な
き
の
名
な
り
」
（
『
慈
湖
遺
書
』
言
口
、
臨
虫
下
学
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記
）
と
あ
る
よ
う
に
、
心
の
具
有
す
る
精
神
（
霊
妙
な
る
働
き
）
を
聖
（
通
ぜ
ぬ
所
の
な
い
こ
と
）
と
規
定
す
る
こ
の
孔
子
の
語

　
に
よ
っ
て
、
楊
沼
湖
は
自
己
の
心
学
的
立
場
を
明
瞭
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
拙
稿
、
「
楊
慈
湖
の
思
想
」

　
一
九
州
大
学
中
蓋
哲
学
論
集
一
、
昭
和
五
十
年
1
を
参
照
）
。
明
代
に
入
っ
て
王
陽
明
が
、
「
心
の
良
知
こ
れ
を
聖
と
謂
う
。
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
人
の
学
は
た
だ
こ
れ
こ
の
良
知
を
致
す
の
み
」
（
『
王
文
成
公
全
書
』
三
八
、
魏
師
孟
の
巻
に
書
す
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら

　
も
わ
か
る
よ
う
に
、
心
学
思
想
史
上
に
お
け
る
歌
謡
湖
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

⑭
朱
子
の
よ
う
に
理
学
（
す
な
わ
ち
台
割
理
）
の
立
場
に
本
つ
く
性
で
は
な
く
、
心
学
（
す
な
わ
ち
心
即
理
）
の
立
場
に
八
つ
く

　
性
で
あ
っ
て
・
性
と
は
心
の
本
襯
●
畿
）
の
別
名
に
す
ぎ
な
い
。
王
陽
明
が
・
「
性
は
心
の
体
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
上
・

　
六
条
・
一
一
八
条
）
と
述
べ
て
い
る
の
も
同
じ
意
味
あ
い
で
あ
る
。

⑭
窮
め
尽
く
す
こ
と
。
『
老
子
』
第
十
四
章
に
三
つ
く
。

⑫
　
天
命
の
こ
と
。
『
申
庸
章
句
』
第
一
章
の
、
「
天
命
こ
れ
を
性
と
謂
う
」
に
本
つ
く
。

⑭
『
釈
名
』
巻
四
・
釈
言
語
に
・
「
縦
は
餅
な
り
。
事
の
託
し
き
を
得
る
な
り
」
と
あ
る
。
『
書
記
』
上
記
篇
に
も
、
「
徳
は
得

　
な
り
」
と
あ
る
。

＠
『
中
庸
章
句
』
笙
章
の
、
・
「
天
命
こ
れ
を
性
と
謂
う
・
性
奪
・
こ
れ
を
道
と
謂
う
」
に
本
つ
く
。

⑭
　
性
（
本
心
と
い
っ
て
も
よ
い
）
が
ほ
と
ん
ど
生
理
的
な
知
覚
を
も
っ
て
自
覚
す
る
こ
と
が
仁
で
あ
る
と
い
う
意
味
。
そ
れ
は
、

「
（
主
面
は
）
知
ら
ず
・
か
の
麗
塞
げ
て
響
施
す
は
仁
な
る
を
・
墜
嘉
す
る
は
仁
な
る
を
・
味
を
肺
か
ち
美
悪
を
知

　
る
は
仁
な
る
を
」
（
『
慈
湖
遺
書
』
土
器
、
二
十
七
丁
、
論
論
語
上
）
と
い
う
語
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
明

　
　
　
　
し
や
じ
ょ
＾
ぎ
い

　
ら
か
に
謝
上
野
（
名
は
良
佐
、
字
は
顕
道
、
上
票
は
号
、
一
〇
五
〇
1
一
一
〇
三
）
の
、
「
心
と
は
何
ぞ
。
仁
こ
れ
の
み
。
仁
と

　
　
　
　
　
へ

　
は
何
ぞ
。
旧
き
た
る
も
の
を
仁
と
な
し
（
心
の
は
つ
ら
つ
た
る
活
動
が
仁
）
、
死
せ
る
も
の
を
不
仁
と
な
す
」
八
『
上
票
語
録
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
？
ξ
つ

　
上
）
、
「
知
覚
あ
り
て
墨
守
を
写
る
を
ば
撃
ち
仁
と
喚
び
な
す
（
痛
痙
を
知
る
脈
々
た
る
心
の
生
機
・
知
覚
が
仁
）
」
（
同
上
）

　
な
ど
ど
い
う
活
物
主
義
・
知
覚
主
義
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
朱
子
は
、
「
仁
に
は
固
よ
り
知
覚

　
あ
り
。
然
れ
ど
も
知
覚
を
以
て
仁
と
為
は
不
可
な
り
」
（
『
和
刻
本
朱
子
文
集
』
巻
四
十
一
、
答
程
允
夫
）
と
い
っ
て
、
知
覚
は
，

　
心
の
作
用
、
仁
は
心
の
本
体
で
あ
る
か
ら
、
仁
に
は
知
覚
す
る
働
き
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
よ
い
が
、
知
覚
す
る
こ
と
が
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、

　
そ
の
ま
ま
仁
だ
と
い
う
の
は
よ
く
な
い
と
し
て
（
同
上
巻
三
十
二
・
霞
目
仁
王
、
巻
四
十
二
・
答
胡
広
仲
）
、
仁
と
知
覚
と
を
体

　
と
用
と
に
峻
別
す
る
。
こ
こ
に
同
じ
儒
教
内
部
に
お
け
る
心
学
と
理
学
の
対
立
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑭
『
釈
名
』
巻
筆
・
釈
言
語
に
、
「
隷
は
齢
な
り
。
事
物
を
裁
制
し
て
、
宜
し
き
に
合
せ
し
む
る
な
り
」
と
あ
る
。

⑫
　
『
諜
割
』
に
、
「
禅
は
励
（
ふ
み
お
こ
な
う
）
な
り
」
と
あ
る
。
『
下
野
遺
書
』
巻
二
・
臨
安
府
庁
記
に
、
「
そ
の
（
心
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
敬
う
を
礼
と
い
う
」
、
同
じ
く
巻
二
・
復
礼
斎
記
に
、
「
経
礼
三
百
・
曲
礼
三
千
、
み
な
吾
が
心
の
自
よ
り
有
す
る
所
な
り
」
と

　
あ
る
。

（
㊥
　
『
呂
氏
春
秋
』
季
春
紀
・
尽
数
篇
の
、
「
智
に
よ
り
て
こ
れ
を
陽
ら
か
に
す
」
の
箇
所
に
、
「
明
は
智
な
り
」
と
い
う
高
誘
の

　
註
が
あ
る
。
『
慈
湖
遺
書
』
二
二
・
臨
安
府
学
記
に
、
フ
そ
の
（
心
の
）
覚
る
を
知
と
い
い
、
　
（
三
略
）
覚
る
所
、
純
明
に
至
る
を

　
仁
と
い
う
」
と
あ
る
。

⑭
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
十
二
章
に
、
「
卦
を
設
け
て
以
て
情
と
偽
と
を
尽
く
す
」
、
繋
辞
下
伝
第
十
二
章
に
、
「
情
と
偽
と
相

　
い
感
じ
て
利
害
生
ず
」
と
あ
る
。
情
は
真
実
、
偽
は
虚
偽
。

＠
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
二
章
に
、
「
こ
の
故
に
吉
凶
と
は
重
量
の
象
な
り
」
、
第
三
章
に
、
「
吉
凶
と
は
そ
の
失
得
を
言
う
な

　
り
」
と
あ
る
。

＠
註
㊥
を
参
照
。

＠
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
導
三
章
に
、
「
鶴
な
し
と
は
、
野
糞
を
補
う
な
り
」
と
あ
る
。
唇
な
し
」
と
は
、
x
鉾
舞
出
す

　
る
吉
凶
禍
福
を
判
断
し
た
言
葉
で
、
『
易
経
』
乾
の
卦
・
九
四
に
、
「
或
い
は
躍
り
で
渕
に
在
り
。
替
な
し
」
乏
あ
る
。

＠
慌
は
厩
に
同
じ
。
『
説
文
踊
字
』
に
、
「
欣
は
笑
喜
な
り
」
、
『
望
薄
』
釈
台
に
、
「
欣
は
喜
な
り
」
曇
る
。
『
易
経
』
．

　
卸
の
卦
●
六
五
の
象
伝
に
・
「
六
五
の
聖
な
る
は
、
喜
び
あ
る
な
り
」
と
あ
る
ほ
か
、
他
に
も
二
三
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

＠
『
鍛
』
鼻
詰
に
、
「
惨
は
憂
な
り
」
と
あ
る
。
『
易
経
』
臨
の
卦
・
六
三
の
交
辞
に
、
「
甘
ん
じ
て
臨
む
。
和
う
し
き
と
こ

　
ろ
な
し
。
既
に
こ
れ
を
憂
う
れ
ば
轡
な
し
」
と
あ
る
ほ
か
、
他
に
も
二
三
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

⑭
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
三
章
に
・
「
露
れ
て
締
な
き
は
齢
に
存
す
（
凄
し
て
災
い
を
免
が
れ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
よ
く

過
ち
を
悔
い
改
め
る
か
ら
で
あ
る
）
」
と
あ
る
・
『
易
経
』
繋
辞
上
智
第
三
章
に
・
「
鰯
『
は
．
そ
吼
窮
を
言
う
な
り
（
悔

「3
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と
吝
と
は
小
さ
な
過
失
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
悔
は
過
失
を
悔
い
改
め
る
か
ら
、
は
じ
め
悪
く
て
あ
と
は
よ
く
な

　
る
。
吝
は
過
失
が
あ
っ
て
も
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
恨
み
惜
し
む
か
ら
、
は
じ
め
よ
く
て
あ
と
は
悪
く
な
る
。
と
も
に
凶
ほ
ど
に
は
悪
く

な
い
・
）
『
易
経
』
乾
の
卦
●
上
九
の
交
辞
に
・
「
肥
り
瞥
あ
り
」
・
麟
卦
●
六
三
の
交
辞
に
・
「
君
子
塗
見
て
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兜

　
る
に
し
か
ず
。
往
け
ば
吝
（
恥
を
か
く
、
よ
く
な
い
）
な
り
」
と
あ
る
ほ
か
、
他
に
も
用
例
は
多
い
。

＠
『
憲
章
句
』
篁
章
に
、
「
中
な
る
も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
」
と
あ
軌
朱
子
は
申
に
つ
い
て
、
「
中
は
偏
ら
ず
雌
ら
ず
、

　
過
不
及
な
き
の
名
な
り
」
、
「
鰍
締
す
る
手
な
し
、
故
に
こ
れ
を
中
と
謂
う
」
と
註
し
τ
い
る
。
『
易
経
』
師
の
卦
．
九
二
の
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゆ
つ

　
辞
に
、
「
師
に
在
り
て
申
す
」
、
同
じ
く
乾
の
卦
・
文
言
伝
第
五
節
に
、
「
大
な
る
か
な
乾
や
、
剛
建
申
正
、
純
粋
に
し
て
精
な

　
り
」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
、

⑭
『
易
経
』
乾
の
卦
●
文
言
堅
田
二
節
に
・
「
竜
徳
あ
り
て
些
し
く
署
す
る
者
な
り
・
（
中
略
）
邪
を
瞬
ぎ
て
そ
の
誠
を
存
す
」

　
と
あ
る
。

＠
　
『
易
経
』
瞬
の
卦
・
象
伝
に
、
「
聖
人
は
賢
（
人
）
を
養
い
て
以
て
万
民
に
及
ぼ
す
」
と
あ
る
ほ
か
、
聖
と
賢
と
の
用
例
が
見

　
ら
れ
る
。

⑭
『
易
経
』
崖
下
伝
第
二
章
に
・
「
暴
は
窮
ま
れ
ば
す
な
わ
ち
変
じ
・
変
ず
れ
ば
す
な
わ
案
じ
・
通
ず
れ
ば
す
な
わ
ち
久
し
」

　
と
あ
る
。
ま
た
『
蟹
草
正
義
』
序
の
第
一
論
・
易
の
芸
名
に
・
「
鄭
玄
こ
の
義
に
依
り
て
羅
及
び
易
論
を
作
り
て
云
う
・
『
暴

書
名
に
し
て
三
義
を
含
む
・
識
・
一
な
り
・
翼
、
．
二
な
り
・
私
暴
・
三
な
り
』
と
」
と
あ
り
、
易
の
本
義
は
変
易
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
き
　
し
書
，

　
と
し
て
み
て
ゆ
く
。
こ
こ
で
も
慈
湖
は
易
を
心
易
と
解
す
る
。

＠
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
五
章
に
、
「
一
手
一
陽
こ
れ
を
道
と
謂
う
」
ど
あ
る
よ
う
に
、
変
化
し
て
窮
ま
り
な
い
の
が
道
で
あ
る
。

＠
相
対
を
超
え
た
絶
対
一
。
「
己
易
」
訳
註
（
そ
の
一
）
の
註
⑭
を
参
照
。

＠
本
来
の
自
己
（
畿
）
の
こ
と
・
「
天
地
」
・
「
易
」
・
「
性
」
・
「
道
」
・
「
＝
は
・
い
ず
れ
も
本
来
の
自
己
の
別
名
に
．

　
す
ぎ
な
い
。
「
己
易
」
訳
註
（
そ
の
一
）
の
註
⑲
を
参
照
。

｛
㊥
　
真
心
に
対
す
る
私
意
（
意
・
必
？
固
・
我
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
絶
四
記
訳
註
」
．
（
大
分
大
学
、
国
語
の
研
究
第
十
一
号
、

　
昭
和
五
十
五
年
）
を
参
照
。
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三
三
　
真
の
自
己
の
多
様
性

吾
の
騨
響
日
月
と
し
・
吾
の
縫
磐
羅
（
春
夏
秋
冬
）
と
し
・
吾
の
・
天
地
の
間
に
．
灘
ヂ
る
も
の
を
万
物
と
し
・
吾
の
見

る
も
の
を
目
と
し
（
目
は
物
を
見
る
）
、
吾
の
聞
く
も
の
を
耳
と
し
（
耳
は
音
を
聞
く
）
、
吾
の
轡
む
も
の
を
口
と
し
（
口
は
物
を
噛
む
）
、

吾
の
ゆ
ぐ
も
の
を
鼻
と
し
（
鼻
は
匂
い
を
嗅
ぐ
）
・
吾
の
遇
る
も
の
を
手
と
し
、
（
手
は
物
を
握
る
）
・
吾
の
行
く
も
の
を
足
と
し
（
足
は

体
を
運
ぶ
）
・
吾
の
思
慮
を
心
と
し
、
吾
の
心
の
動
静
変
化
の
霊
妙
さ
を
徽
ど
い
い
・
吾
の
心
の
根
本
を
鶴
と
い
う
・
窮
め
尽
く
し
た
り
、

人
為
的
な
力
を
加
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
吾
の
性
（
ほ
術
ん
レ
ん
し
ん
本
心
・
真
心
）
の
霊
妙
さ
を
天
命
と
い
い
、
こ
の
性
を
身
に
修
得
し
た
も
の
を
徳
と

い
い
、
こ
の
性
に
従
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
道
と
い
い
、
性
が
自
覚
す
る
こ
と
を
仁
と
い
い
、
性
が
事
宜
に
合
致
す
る
こ
と
を
義
と
い
い
、
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

が
履
み
行
う
こ
と
（
真
心
の
履
行
の
軌
跡
）
を
礼
と
い
い
、
性
が
明
ら
か
に
知
る
こ
と
を
智
と
い
い
、
性
が
（
蔽
わ
れ
て
）
傷
い
こ
と
を

愚
と
い
い
、
性
が
誠
実
で
な
い
の
を
鰹
と
い
い
、
性
に
匿
う
こ
と
を
吉
と
い
い
、
性
に
　
鰐
れ
る
こ
と
を
凶
と
い
い
、
性
が
過
失
を
改
め
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
こ

ぐ
な
う
こ
と
を
轡
な
し
と
い
い
、
性
が
楽
し
み
浮
き
立
つ
さ
ま
を
喜
と
い
い
、
性
が
警
み
悩
む
さ
ま
を
憂
と
い
い
、
性
が
過
失
を
悪
い
と

悟
る
こ
と
を
轡
い
い
・
性
が
小
さ
な
過
失
を
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
改
め
な
い
こ
と
を
敵
と
い
い
・
性
が
蟹
ず
過
不
及
な
い
こ
と
を
轟
ど
い

い
、
性
が
邪
悪
で
な
い
こ
と
を
正
と
い
い
、
性
が
完
全
に
尽
ぐ
さ
れ
た
も
の
を
聖
（
人
）
と
い
い
、
性
が
ま
だ
完
全
に
尽
く
さ
れ
て
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
き

も
の
を
賢
（
人
）
と
い
い
、
性
が
（
自
由
無
想
に
）
変
化
す
る
こ
と
を
易
と
い
い
、
性
が
変
化
し
て
窮
ま
り
な
い
こ
と
を
道
と
い
い
、
性

が
相
対
的
対
立
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
（
絶
対
）
一
と
い
い
、
以
上
い
ず
れ
も
（
本
来
の
）
自
己
（
の
別
名
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
己

と
い
っ
て
も
、
決
し
て
こ
の
六
尺
（
の
肉
体
的
存
在
）
を
離
れ
て
、
本
来
の
自
己
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
し
か
し
六
尺
の
こ
の
肉
体
だ

け
が
真
の
自
己
で
は
な
い
）
。
　
（
本
来
の
自
己
は
）
一
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
二
つ
（
た
と
え
ば
大
な
る
天
地
と
小
な
る
自
己
）
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巌

る
の
は
、
私
意
に
と
ら
わ
れ
た
者
や
、
血
気
（
肉
体
・
物
欲
）
に
桔
ら
れ
た
者
で
あ
る
。
何
と
か
し
て
私
意
や
血
気
の
な
い
者
を
捜
し
出

し
て
本
来
の
自
己
に
つ
い
て
語
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
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姑
即
六
尺
而
細
心
之
、
目
凝
視
、
所
以
能
視
者
何
物
。
耳
能
聴
、
所
以
能
聴
者
何
物
。
異
能
嘘
、
所
以
能
嘘
者
何
物
。
鼻
聾
嗅
、
所
以



能
嗅
者
何
物
。
手
掛
運
用
屈
信
、
所
以
能
運
用
屈
信
者
何
物
。
足
能
歩
趨
、
所
以
能
歩
趨
者
何
物
。
血
気
能
周
流
、
所
以
手
法
流
者
何
物
。

心
能
思
慮
、
所
以
能
思
慮
者
何
物
。
目
黒
見
也
、
其
視
不
可
見
。
耳
可
見
也
、
其
聴
不
可
見
。
口
可
見
、
慰
者
不
可
見
。
鼻
可
見
、
嗅
者

不
可
見
。
手
足
可
見
、
其
運
動
歩
趨
者
不
可
見
。
血
気
可
見
、
其
使
之
周
流
者
不
可
見
。
心
骨
為
害
意
見
、
其
能
思
慮
者
不
可
見
。
其
可

見
者
、
有
大
有
小
、
有
彼
巻
帯
、
有
半
巻
横
、
有
高
月
下
、
不
可
得
而
一
。
其
不
可
見
者
、
不
大
不
小
、
不
彼
是
此
、
不
縦
不
横
、
不
高

不
下
、
不
可
得
而
二
。
視
与
常
理
不
一
、
其
不
可
見
則
一
。
視
聴
与
奪
嗅
若
不
一
、
其
不
可
見
則
一
。
運
用
歩
道
周
流
思
慮
若
不
一
、
其

不
可
見
則
一
。
是
不
可
見
者
、
在
視
牛
津
、
在
理
非
聴
、
在
嗜
非
嗜
、
在
宅
非
嗅
、
在
運
用
屈
伸
、
非
運
用
屈
伸
、
累
差
趨
非
歩
趨
、
在

周
流
非
周
流
、
在
思
慮
非
思
慮
。
視
如
此
、
聴
如
此
、
嗜
如
此
、
嗅
如
此
、
運
用
如
此
、
歩
趨
如
此
、
周
流
如
此
、
思
慮
如
露
、
不
思
慮

亦
如
此
、
昼
如
此
、
夜
如
此
、
素
甘
此
、
思
出
此
、
生
如
此
、
死
如
此
、
天
如
此
、
地
鼠
此
、
日
月
如
此
、
四
時
如
此
、
鬼
神
如
此
、
行

如
此
、
止
心
馳
、
古
押
出
、
今
上
此
、
前
脚
此
、
後
如
此
、
彼
如
此
、
此
如
此
ハ
万
如
此
、
一
如
此
、
聖
人
如
此
、
衆
人
如
此
、
自
有
而

不
自
筆
也
。
終
身
由
之
而
不
知
其
道
也
。
為
聖
者
不
加
、
為
愚
者
不
損
者
。
自
明
也
、
自
重
也
。
此
思
量
昏
、
此
未
嘗
明
也
。
或
者
蔽
之

二
之
、
自
以
為
昏
為
明
也
。
昏
則
二
、
明
則
一
。
明
豊
明
言
書
名
、
不
有
尊
者
、
．
明
無
自
而
名
也
、
三
明
皆
人
也
、
皆
名
也
、
非
天
北
。

天
即
道
、
天
三
三
、
三
三
易
、
天
三
人
。
天
与
人
旧
名
也
。
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嬢
じ
六
尺
に
つ
き
て
細
か
に
こ
れ
を
究
む
れ
ば
・
目
は
置
く
視
る
も
・
能
く
視
る
露
の
者
＠
は
何
物
ぞ
・
耳
は
能
く
聴
く
も
・
能
く
、

聴
く
所
以
の
者
は
何
物
ぞ
。
、
口
は
能
く
包
む
も
、
能
く
嘘
む
所
以
の
者
は
何
物
ぞ
。
鼻
は
能
く
馳
ぐ
も
、
能
く
嗅
ぐ
所
以
の
者
は
何
物
ぞ
。

手
は
能
く
運
用
屈
信
ず
る
も
・
能
く
運
用
屈
信
ず
る
所
以
の
者
は
何
物
ぞ
。
足
は
能
く
獅
辞
す
る
も
、
能
く
歩
呈
す
る
所
以
の
者
は
何
物

　
　
　
　
　
　
し
ゅ
g
ゆ
つ

ぞ
。
血
気
は
能
く
周
流
す
る
も
、
能
く
周
流
す
る
所
以
の
者
は
何
物
ぞ
。
心
は
能
く
思
慮
す
る
も
、
能
く
思
慮
す
る
所
以
の
者
は
何
物
ぞ
。

目
は
見
る
べ
き
な
る
毛
・
諺
視
る
（
所
以
の
者
＠
は
跳
べ
か
ら
ず
・
耳
は
見
る
べ
き
な
る
も
・
そ
の
聴
く
（
所
以
の
者
）
は
見
る

べ
か
ら
ず
。
口
は
見
る
べ
き
も
、
嘘
む
（
所
以
の
者
）
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
鼻
は
見
る
べ
き
も
、
馳
ぐ
、
（
所
以
の
者
）
は
見
る
べ
か
ら
ず
。

手
足
は
見
る
べ
き
も
、
そ
の
運
動
歩
度
す
る
，
（
所
以
の
者
）
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
血
気
は
見
る
べ
き
も
、
そ
の
こ
れ
を
し
て
周
流
せ
し
む

る
者
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
心
の
臓
た
る
見
る
べ
き
も
、
そ
の
能
く
思
慮
す
る
（
所
以
の
者
）
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
見
る
べ
き
者
に
は
、

大
あ
り
小
あ
り
・
働
あ
り
即
あ
り
・
縦
あ
り
横
あ
り
・
高
あ
り
下
あ
り
て
・
得
て
一
に
す
べ
か
ら
ず
。
そ
の
見
る
べ
か
ら
ざ
る
者
＠
は
・



大
な
ら
ず
小
な
ら
ず
、
彼
な
ら
ず
此
な
ら
ず
、
縦
な
ら
ず
横
な
ら
ず
、
高
な
ら
ず
下
な
ら
ず
し
て
、
得
て
二
に
す
べ
か
ら
ず
。
視
る
と
聴

く
と
は
一
な
ら
ざ
る
が
若
き
も
・
そ
の
（
視
聴
す
る
所
以
の
＠
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
則
ち
一
な
り
・
視
聴
す
る
と
騰
ヂ
る
と
竺

な
ら
ざ
る
が
若
き
も
、
そ
の
（
視
聴
嗜
嗅
す
る
所
以
の
）
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
則
ち
一
な
り
。
運
用
歩
趨
・
周
流
思
慮
す
る
は
一
な
ら
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

る
が
若
き
も
、
そ
の
（
運
・
用
三
号
・
周
流
思
慮
す
る
所
以
の
）
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
則
ち
一
な
り
。
そ
の
見
る
べ
か
ら
ざ
る
北
新
は
視
る

に
在
り
て
視
る
に
あ
ら
ず
・
聴
く
に
在
り
て
聴
く
に
あ
ら
ず
麟
に
在
り
て
嗜
む
に
あ
ら
ず
・
嗅
ぐ
在
り
て
嗅
ぐ
に
あ
ら
ず
・
運
用
屈
伸
す
る
に
在
り

て
運
用
屈
伸
す
る
に
あ
ら
ず
、
歩
呈
す
る
に
在
り
て
歩
託
す
る
に
あ
ら
ず
、
周
流
す
る
に
在
り
て
周
流
す
る
に
あ
ら
ず
、
思
慮
す
る
に
在

り
て
思
慮
す
る
に
あ
ら
ず
。
視
る
こ
と
こ
れ
に
蠣
い
＠
・
聴
く
こ
と
こ
れ
に
如
い
・
嗜
む
こ
と
こ
れ
に
短
い
・
嗅
ぐ
こ
と
こ
れ
に
如
い
・

運
用
す
る
こ
と
こ
れ
に
闘
い
、
歩
号
す
る
こ
と
こ
れ
に
如
い
、
周
流
す
る
こ
と
こ
れ
に
早
い
、
，
思
慮
す
る
こ
と
こ
れ
に
如
い
、
思
慮
せ
ぎ

る
も
ま
た
こ
れ
に
唄
い
・
昼
こ
れ
に
早
い
、
夜
こ
れ
に
凹
い
・
量
る
こ
と
こ
れ
に
潤
い
・
妊
む
る
こ
と
こ
れ
に
如
い
・
螺
こ
れ
に
如
い
、

死
こ
れ
に
早
い
、
天
こ
れ
に
如
い
、
地
こ
れ
に
如
い
、
日
月
こ
れ
に
潤
い
、
四
時
頃
れ
に
如
い
、
鬼
神
こ
れ
に
弱
い
、
行
く
こ
と
こ
れ
に

如
い
・
雌
ま
る
こ
と
こ
れ
に
如
い
・
．
藍
れ
に
如
い
・
艘
こ
れ
に
如
い
・
鹸
こ
れ
に
如
い
・
麗
こ
れ
に
如
い
・
健
こ
れ
に
如
い
・
雌
こ
れ

に
如
い
・
琉
こ
れ
に
如
い
・
塚
こ
れ
に
如
い
♪
聖
人
こ
れ
に
早
い
・
衆
人
こ
れ
に
如
う
・
み
ず
か
ら
有
す
れ
ど
も
・
み
ず
か
ら
察
せ
ざ
る

な
り
・
終
身
こ
れ
に
由
れ
ど
も
・
そ
の
道
を
知
ら
ざ
る
な
り
⑭
・
聖
者
の
た
め
に
加
わ
ら
ず
・
愚
者
の
た
め
農
ら
ぎ
る
な
り
＠
・
お
の

ず
か
ら
騨
⑳
な
り
・
お
の
ず
か
ら
断
な
り
・
こ
れ
未
だ
か
つ
て
昏
な
ら
ず
・
こ
れ
未
だ
か
つ
て
明
な
ら
ざ
る
な
り
・
礎
え
る
者
・
こ
れ
を

藤
い
・
こ
れ
を
議
つ
に
し
・
み
ず
か
ら
以
て
昏
と
な
し
明
と
な
す
な
り
・
昏
な
れ
ば
則
ち
二
・
明
な
れ
ば
則
ち
一
な
り
㊥
（
と
す
）
・
明

は
昏
に
因
っ
て
名
を
立
て
、
昏
な
ら
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
明
は
よ
っ
て
名
づ
く
る
な
き
な
り
。
昏
と
明
と
は
み
な
人
な
り
、
み
な
名
な
り
、
天

に
あ
ら
ざ
る
な
り
⑭
・
天
は
即
ち
道
・
天
は
即
ち
難
天
は
即
ち
皐
天
は
即
ち
人
な
り
・
天
と
人
と
・
ま
た
名
な
り
・
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＠
）
以
下
、
視
聴
・
嘘
（
嗜
）
嗅
・
運
動
（
用
）
・
歩
趨
・
周
流
・
思
慮
す
る
所
以
の
も
の
と
は
、
す
べ
て
天
・
地
・
人
・
性
・
道
・

　
戴
・
暴
な
ど
様
々
の
名
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
根
源
的
一
年
・
す
な
わ
ち
本
来
の
自
己
を
意
味
し
て
い
る
・
「
己
易
訳
註
」
（
そ



　
の
一
）
の
註
⑭
・
⑲
・
⑳
を
参
照
。

（
㊥
　
原
文
に
は
、
「
所
以
の
者
」
は
な
い
が
、
と
の
文
の
続
き
に
、
「
血
気
は
見
る
べ
き
も
、
そ
の
こ
れ
を
し
て
周
流
せ
し
む
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
、
、
、

　
は
見
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
の
に
な
ら
っ
て
、
「
そ
の
そ
れ
を
し
て
視
し
む
る
者
」
、
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
視
る
（
所
以
の
者
）
」

　
の
意
味
に
取
っ
て
読
む
こ
と
に
す
る
。
視
る
こ
と
を
成
り
立
た
し
め
る
根
源
的
一
網
（
真
の
主
宰
者
）
を
い
う
。
以
下
の
文
も
こ

　
れ
に
な
ら
う
。

＠
　
こ
こ
で
は
相
対
的
な
可
見
的
位
相
か
ら
絶
対
的
な
不
可
見
的
位
相
（
存
在
す
る
所
以
の
世
界
）
・
す
な
わ
ち
不
可
見
の
一
者
脚

　
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
い
う
。

＠
．
原
文
に
は
、
「
視
聴
す
る
所
以
の
」
は
な
い
が
、
⑭
と
同
じ
よ
う
に
不
可
見
の
本
源
に
お
け
る
一
難
の
作
用
の
意
味
に
と
っ
て

　
読
む
こ
と
に
す
る
。
以
下
の
文
も
こ
れ
に
な
ら
う
。

＠
、
以
下
、
不
可
見
の
一
者
に
お
け
る
同
一
性
を
い
う
。

＠
　
「
如
」
は
従
に
同
じ
。
「
此
」
は
不
可
見
の
根
源
的
一
揖
を
指
す
。

⑭
　
『
孟
子
』
里
心
上
篇
に
・
「
こ
れ
を
行
い
て
器
ら
か
な
ら
ず
・
習
い
て
察
せ
ず
・
終
鼻
こ
れ
に
由
り
て
そ
の
道
を
知
ら
ざ
る
も

の
鶏
し
」
と
あ
る
・

＠
　
『
量
子
』
天
論
篇
に
、
「
天
行
、
常
あ
り
。
尭
の
た
め
に
存
せ
ず
。
桀
の
た
め
に
亡
び
ず
」
、
『
孟
子
』
善
心
上
篇
に
、
「
君

子
の
性
と
す
る
所
は
・
大
い
に
行
わ
る
と
讐
・
加
わ
ら
ず
・
窮
写
す
る
と
錐
も
・
擾
ら
ず
・
早
ま
る
が
響
躯
」
と
あ
る
・

＠
　
「
絶
四
記
」
（
訳
註
十
八
頁
）
に
、
「
人
心
は
も
と
よ
り
明
に
し
て
、
も
と
よ
り
霊
な
り
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
明
は
昏
に

　
対
し
て
の
明
で
、
相
対
的
な
例
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑭
　
こ
の
一
句
は
解
し
に
く
く
、
「
絶
四
則
」
（
訳
註
十
九
頁
）
の
、
「
一
な
れ
ば
則
ち
心
な
り
、
二
な
れ
ば
則
ち
意
た
り
」
に
似

　
た
表
現
で
あ
る
が
、
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
三
三
七
頁
（
楊
慈
湖
の
己
易
の
項
）
の
、
「
こ
れ
を
二
に
す
る

　
所
か
ら
、
人
自
ら
昏
と
な
し
、
こ
れ
を
一
つ
に
す
る
所
か
ら
、
人
自
ら
明
と
お
も
う
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
」
と
い
う
抄
訳
、
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
「
絶
四
馬
」
（
訳
註
二
〇
頁
）
の
、
「
直
心
雪
意
は
、
合
わ
す
（
一
つ
に
す
る
）
に
も
あ
ら
ず
、
離
か
つ
（
二
つ
に
す
る
）
に
も

　
あ
ら
ず
」
と
を
参
考
に
し
て
、
人
が
作
意
的
に
霊
妙
な
る
真
心
（
本
来
の
自
己
）
を
分
割
し
た
り
合
一
し
た
り
す
る
意
味
に
と
っ
た
。
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⑭
　
こ
の
一
句
も
解
し
に
く
い
が
、
す
ぐ
あ
と
に
、
「
天
は
即
ち
道
、
天
は
即
ち
乾
、
天
は
即
翫
暴
、
天
は
即
ち
人
な
り
。
天
と
人

　
と
、
ま
た
名
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
註
の
⑳
・
⑭
（
「
己
易
」
訳
註
、
そ
の
一
）
に
該
当
す
る
本
文
の
、
「
（
天
地
人
の
）
三
は

　
形
な
り
。
一
は
性
な
り
、
ま
た
道
と
い
い
、
ま
た
易
と
い
う
。
名
言
の
同
じ
か
ら
ぎ
る
も
、
そ
の
実
は
一
体
な
り
」
、
更
に
は
註

　
⑳
（
「
己
易
」
訳
註
・
そ
の
一
）
に
該
当
す
る
本
文
の
・
「
万
物
の
天
下
に
あ
る
や
・
未
だ
か
つ
莚
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
い

　
わ
く
、
天
と
地
と
、
昼
と
夜
と
（
以
下
略
）
」
と
い
う
の
を
参
照
し
て
、
昏
明
は
人
が
相
対
的
に
名
づ
け
た
も
の
で
、
た
と
え
ば

　
天
（
地
）
．
も
や
は
り
名
で
あ
る
か
ら
こ
の
両
者
に
は
当
然
違
い
が
あ
る
が
、
不
可
見
の
根
源
的
一
々
ま
で
掘
り
下
げ
れ
ば
、
天
も

　
人
も
本
来
的
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
解
し
た
。
す
な
わ
ち
可
見
的
な
相
対
性
を
認
め
つ
つ
も
、
不
可
見
的
な
同
一
性
を
も

　
あ
わ
せ
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

訳
四
不
可
見
の
一
者

　
し
ば
ら
く
こ
の
六
尺
の
肉
体
に
つ
い
て
細
か
く
考
察
し
て
み
よ
う
。
目
は
（
物
を
）
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
も
の

は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
耳
は
（
音
を
）
聞
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
ケ
さ
せ
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
口
は
（
食

物
を
）
噛
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
鼻
は
（
匂
を
）
嗅
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う

さ
せ
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
手
は
動
か
し
用
い
た
り
、
曲
げ
伸
ば
し
た
り
で
き
る
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
も
の
は
い

っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
足
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
、
小
走
り
に
歩
い
た
り
で
き
る
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ

う
か
・
血
液
や
如
騨
は
繰
り
返
し
動
く
こ
と
が
で
き
る
が
・
そ
う
さ
せ
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
σ
心
は
思
慮
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
目
は
（
肉
体
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
）
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
目
に
（
物
を
）
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
耳
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
耳
に

聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
口
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
口
に
噛
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鼻
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
鼻
に
嗅
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
も
の

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
手
足
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
手
足
に
動
か
し
用
い
た
り
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
小
走
り
に
歩
い
た
り
で
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き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
つ
血
液
や
気
息
は
見
る
ご
と
が
で
き
る
が
、
血
液
や
気
息
に
繰
り
返
し
動
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
心
臓
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
心
に
思
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
さ
せ
て
い
る
も
の
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
は
、
大
小
・
彼
此
・
縦
横
・
高
下
な
ど
（
の
違
い
）
が

あ
っ
て
、
一
つ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
（
不
可
見
の
一
三
、
す
な
わ
ち
本
来
の
自
己
）
は
、
大
で
も
な

け
れ
ば
小
で
も
な
く
、
彼
で
も
な
け
れ
ば
此
で
も
な
く
、
縦
で
も
な
け
れ
ば
横
で
も
な
く
、
高
で
も
な
け
れ
ば
下
で
も
な
く
、
二
つ
に
分

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
（
目
が
）
見
る
の
と
（
耳
が
）
聞
く
の
と
は
同
一
で
は
な
い
が
、
　
（
見
た
り
聞
い
た
り
さ
せ
て
い
る
所
の
）
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
同
一
で
あ
る
。
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
の
と
（
口
や
鼻
が
）
噛
ん
だ
り
嗅
い
だ
り
す
る
の
と
は
同
一
で
は
な

い
が
、
　
（
そ
う
さ
せ
て
い
る
所
の
）
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
同
一
で
あ
る
。
（
手
が
）
動
か
し
用
い
た
り
、
　
（
足
が
）
ゆ
っ
く
り
歩

い
た
り
、
小
走
り
に
歩
い
た
り
、
　
（
血
液
や
気
息
が
）
繰
り
返
し
動
い
た
り
、
　
（
心
が
）
思
慮
し
た
り
す
る
の
は
同
一
で
は
な
い
が
、
（
そ

う
さ
せ
て
い
る
所
の
）
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
（
不
可
見
の
根
源
的
一
者
）
は
、

見
る
こ
と
（
の
根
源
）
に
在
り
な
が
ら
見
る
こ
と
（
そ
の
も
の
）
で
は
な
く
、
聞
く
こ
と
に
在
り
な
が
ら
聞
く
こ
と
で
は
な
く
、
噛
む
こ

と
で
は
な
く
、
嗅
ぐ
ご
と
に
在
り
な
が
ら
嗅
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、
動
か
し
用
い
た
り
、
曲
げ
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
と
に
在
り
な
が
ら
動
か

し
用
い
た
り
、
曲
げ
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
ぐ
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
軌
、
小
走
り
に
歩
い
た
り
す
る
こ
と
に
在
り
な
が
ら
ゆ
つ
ぐ

り
歩
い
た
り
、
小
走
り
に
歩
い
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
繰
り
返
し
動
く
こ
と
に
在
り
な
が
ら
繰
り
返
し
動
く
こ
と
で
は
な
く
、
思
慮

す
る
こ
と
に
在
り
な
が
ら
思
慮
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
　
（
可
見
的
、
相
対
的
な
次
元
に
お
け
る
）
見
る
こ
と
は
（
不
可
見
的
、
絶
対
的
な

次
元
に
お
け
る
）
根
源
的
一
・
者
に
従
い
、
聞
く
こ
と
は
こ
れ
（
根
源
的
一
揖
）
に
従
い
、
噛
む
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
、
嗅
ぐ
こ
と
は
こ
れ

に
従
い
、
動
か
し
用
い
る
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
、
小
走
り
に
歩
い
た
り
す
る
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
、
繰
り
返
し
動

く
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
、
思
慮
す
る
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
、
思
慮
し
な
い
こ
と
も
こ
れ
に
従
い
隔
昼
は
こ
れ
に
従
い
、
夜
も
こ
れ
に
従
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
は
こ
れ
に
従
い
、
地
も
こ
れ
に
従
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
時
（
春

寝
る
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
、
覚
め
る
こ
と
も
こ
れ
に
従
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
月
は
こ
れ
に
従
い
、

夏
秋
冬
）
も
こ
れ
に
従
い
・
織
も
こ
れ
に
従
い
・
行
く
こ
と
は
こ
れ
に
従
い
・
雌
ま
る
こ
と
も
こ
れ
に
従
㌦
載
は
こ
れ
に
従
い
・
蝦

も
こ
れ
に
従
い
・
前
は
こ
れ
に
従
い
・
後
も
こ
れ
に
従
い
・
彼
は
こ
れ
に
従
い
・
此
も
こ
れ
に
従
い
・
蕨
は
こ
れ
に
従
い
・
塚
も
こ
れ
に

従
い
、
聖
人
は
こ
れ
に
・
従
い
、
衆
人
も
こ
れ
に
従
う
。
た
だ
目
分
に
保
有
し
な
が
ら
自
分
で
推
察
せ
ず
、
終
生
従
い
な
が
ら
も
そ
の
道
に

一4
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気
づ
か
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
（
そ
の
根
源
的
一
斗
が
）
増
加
す
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
愚
人
だ
か
ら
と
い

っ
て
減
少
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
　
（
不
可
見
の
根
源
的
一
者
か
ら
）
明
や
暗
が
生
じ
る
が
、
・
そ
れ
自
身
（
根
源
要
心
者
）
に
は
本
来
、
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
．
明
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
迷
え
る
者
が
（
私
意
な
ど
に
よ
っ
て
）
囚
わ
れ
て
二
つ
に
分
け
、
暗
と
み
な
し
、

明
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
・
（
と
こ
ろ
が
自
分
で
は
）
明
で
あ
れ
ば
（
根
源
的
一
男
＼
す
な
わ
ち
戴
破
は
）
渾
一
で
あ
り
・
暗
で
あ
れ
ば
二

つ
に
分
か
れ
て
い
る
（
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
）
明
は
昏
に
よ
っ
て
始
め
て
名
が
定
め
ら
れ
、
昏
が
な
け
れ
ば
明
の
名
も
な
い
の
で
あ
る
。

昏
も
明
も
い
ず
れ
も
人
（
が
定
め
た
も
の
）
で
あ
り
、
名
で
あ
っ
て
、
　
（
概
念
・
様
式
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
）
天
と
同
じ
で
は
な
い
。

（
し
か
し
不
可
見
の
根
源
的
一
者
ま
で
掘
り
さ
げ
れ
ば
）
天
は
道
、
天
は
乾
、
天
嫉
暴
・
天
は
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
・
天
も
人
も
名
（
を

異
に
し
て
い
る
だ
け
）
で
あ
る
。

　
大
伝
日
、
鼓
万
物
、
而
不
与
聖
人
同
憂
。
此
非
先
聖
興
言
也
。
半
里
天
、
万
物
全
天
。
孔
門
画
賛
、
聞
聖
人
寓
言
急
斜
之
。
以
日
程
参

其
間
、
而
有
即
言
也
b
此
等
吾
孔
子
之
言
也
。
吾
道
一
以
貫
之
、
此
孔
子
之
言
也
。
其
日
早
強
天
地
準
、
断
章
非
孔
子
即
言
也
。
何
以
明

之
、
天
地
青
天
。
幽
明
本
線
故
、
不
必
日
仰
観
術
察
、
而
後
知
其
故
也
。
死
生
本
望
説
、
不
必
原
始
要
終
、
而
後
平
田
説
也
。
是
皆
非
孔

子
之
言
也
。
其
奏
楽
己
説
。
神
即
易
、
道
即
善
。
其
日
継
学
者
善
也
、
笹
書
二
之
也
。
離
道
以
善
、
荘
周
印
押
乎
虚
無
之
錦
茸
。
非
聖
人

之
大
道
也
。
孔
子
日
、
和
習
至
　
、
夫
易
聖
人
所
以
崇
徳
而
広
業
。
此
孔
子
罵
言
也
。
聖
人
即
重
留
。
徳
業
即
易
也
。
月
日
、
天
地
設
位
、

而
易
行
乎
其
申
。
又
非
孔
子
暴
言
也
。
何
者
離
易
与
天
地
七
二
之
也
。
子
日
之
下
、
・
其
言
買
繋
、
間
有
微
雲
斗
、
伝
録
紀
元
中
之
重
恩
。

其
大
旨
則
善
也
。
不
繋
，
之
子
馴
者
、
興
言
不
善
、
非
聖
人
之
言
即
興
。
乾
即
易
、
坤
即
易
。
其
日
、
乾
坤
殿
則
無
幕
見
易
、
易
不
可
見
、

乾
坤
或
幾
重
息
。
親
日
、
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
。
其
非
運
言
、
如
白
黒
如
一
二
挙
隅
弁
也
，
凡
如
目
溢
、
不
可
勝
紀
。

善
学
易
者
、
求
諸
己
、
不
求
諸
書
。
古
聖
器
楽
、
凡
耳
聞
吾
心
之
明
而
己
。
不
幸
幽
境
、
而
求
諸
書
、
其
不
明
古
聖
之
所
指
導
甚
　
。
是

古
聖
指
東
、
学
者
求
西
。
読
書
者
満
天
下
、
省
己
三
千
無
一
、
万
無
一
。
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大
伝
⑭
に
日
か
く
・
万
物
を
警
て
聖
人
と
憂
い
を
同
じ
く
せ
ず
⑭
と
・
こ
れ
先
聖
の
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
＠
・
憂
い
は
即
ち
天
・
万

物
は
即
ち
天
な
り
・
孔
門
の
徒
・
聖
人
の
言
を
聞
け
ど
も
．
こ
れ
を
舞
え
り
・
お
の
が
意
を
以
て
そ
の
間
に
饗
え
て
・
こ
の
言
あ
る
な
り
・



こ
れ
吾
が
孔
子
の
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
・
吾
が
道
は
一
以
て
こ
れ
難
＠
は
・
そ
の
日
わ
く
・
暴
は
天
地
曇
つ
㊥
と
・
こ
れ
ま
た
孔

子
の
言
に
あ
ら
ぎ
る
な
り
。
何
を
以
で
か
こ
れ
を
明
ら
か
に
せ
ん
・
天
地
は
即
臨
な
り
・
離
も
と
愚
な
け
れ
ば
㊥
・
必
ず
し
藁
，

鰹
聡
し
て
曾
黙
る
鯉
に
そ
の
故
を
知
る
と
日
う
に
あ
ら
ざ
る
な
り
・
死
生
も
と
識
な
け
れ
ば
㊥
・
必
ず
し
も
始
め
を
蔚
ね
関
わ
り
を

高
め
て
璽
而
る
後
に
そ
の
説
を
知
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
・
こ
れ
み
な
五
・
が
孔
子
の
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
・
そ
の
徒
の
己
説
な
り
・
徽
は

即
ち
廉
⑲
道
は
即
ち
善
＠
な
り
・
そ
の
こ
れ
を
継
ぐ
も
の
は
善
な
り
＠
と
日
う
は
・
鞍
ち
て
こ
れ
を
一
髪
る
な
り
・
道
を
離
か
ち

て
以
て
善
あ
り
と
す
る
は
議
臨
σ
虚
無
の
学
藷
攣
る
な
り
・
聖
人
の
大
道
に
あ
ら
ぎ
る
な
り
・
孔
子
曰
わ
く
・
暴
は
そ
れ
至
れ
る

か
な
・
そ
れ
易
は
聖
人
の
・
徳
を
霧
く
し
業
を
営
む
る
所
以
な
り
＠
と
・
こ
れ
孔
子
の
言
な
り
・
聖
人
は
即
ち
麟
な
り
・
纂
は
即
ち
易

な
り
・
継
い
で
曰
わ
く
・
天
地
は
位
を
設
け
て
・
易
は
そ
の
中
㌦
鰐
わ
る
㊥
と
・
ま
た
孔
子
の
言
に
あ
選
る
な
り
・
な
ん
と
な
れ
ば
・

易
と
天
地
と
を
離
か
ち
て
こ
れ
を
二
に
す
れ
ば
な
り
・
孔
曰
わ
く
窩
轡
そ
の
一
一
多
く
善
な
れ
ど
も
・
親
し
！
藤
ぐ
る
も
の
あ
る
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

伝
録
紀
号
す
る
も
の
の
差
へ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
が
子
曰
わ
く
を
繋
げ
ざ
る
も
の
、
そ
の
言
多
く
不
善
な
る
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
大
旨
は
則
ち
善
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
　
　
　
　
え
ぎ
　
こ
ん

聖
人
の
言
に
あ
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
乾
は
即
ち
易
、
坤
は
即
ち
易
な
り
。
そ
の
日
わ
く
、
乾
坤
則
る
れ
ば
も
っ
て
易
を
見
る
な
し
、
易
，
見

る
べ
か
ら
ぎ
れ
ば
・
乾
坤
も
あ
る
い
は
慶
に
轡
㊥
と
・
ま
た
日
わ
く
・
餐
か
る
も
の
こ
れ
を
道
と
謂
い
・
形
而
下
な
る
も
の
こ

れ
を
静
と
謂
う
＠
と
・
そ
れ
聖
言
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
購
と
し
て
白
黒
の
如
く
・
三
の
如
く
こ
れ
弁
じ
麟
き
な
り
・
凡
そ
か
く
の
如
き

の
類
・
あ
げ
て
織
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
・
よ
く
易
を
学
ぶ
も
の
は
こ
れ
郵
魂
に
求
め
・
こ
れ
を
書
に
求
め
ず
㊥
・
古
聖
璽
易
を
作
る
は

凡
そ
吾
が
心
の
明
を
開
か
ん
こ
と
を
以
て
の
み
。
こ
れ
を
己
に
求
め
ず
し
て
、
こ
れ
を
書
に
求
む
る
は
、
古
聖
の
指
す
所
を
明
ら
か
に
せ

ざ
る
や
甚
だ
し
。
こ
れ
古
聖
東
を
指
す
に
・
学
ぶ
も
の
西
を
求
む
る
な
り
・
書
を
読
む
も
の
天
下
に
満
つ
る
も
・
己
も
忌
み
る
も
の
千
に

一
も
な
く
、
万
に
一
も
な
し
。

「4
3
「

　
　
註

＠
　
『
易
経
』
の
繋
辞
伝
の
こ
と
コ

⑭
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
五
章
に
本
つ
く
。



⑭
以
下
、
孔
子
の
言
と
さ
れ
る
「
繋
辞
伝
」
の
文
に
対
す
る
大
胆
な
批
判
を
展
開
す
る
。

⑱
　
『
論
語
』
里
仁
篇
に
本
つ
く
。

㊥
『
易
経
』
繋
辞
上
聞
第
四
章
に
本
つ
く
・
程
伊
川
の
『
易
伝
』
に
お
い
て
は
・
璽
人
は
易
を
作
り
て
・
以
て
天
地
の
道
絶

　
購
す
」
と
註
し
、
朱
子
の
『
本
義
』
に
お
い
て
は
・
「
易
の
書
の
卦
交
は
天
地
の
道
を
具
有
し
・
こ
れ
に
離
し
轄
う
」
と
註
し

　
て
い
る
。

㊥
　
「
a
暴
」
（
訳
註
、
そ
の
一
）
に
「
易
と
は
韓
あ
っ
て
・
自
分
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
・
「
た
だ
天
地
人
の
三
者
（
の

　
別
）
は
本
来
存
在
せ
ず
、
三
者
は
（
可
視
的
に
は
）
形
状
の
違
い
を
有
し
て
い
る
が
、
　
（
三
者
を
貫
く
根
源
的
）
　
一
再
は
性
で
あ

　
り
、
道
で
あ
り
、
易
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
名
称
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
実
は
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楊
慈
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
髭

　
に
と
っ
て
易
と
は
真
心
（
不
可
見
の
一
者
、
本
来
の
自
己
）
の
多
様
な
変
化
の
現
わ
れ
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
箇
所
も
、

　
「
天
地
は
即
ち
易
（
即
ち
真
心
）
」
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

㊥
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
五
章
に
・
「
仰
い
で
以
て
薮
を
騨
・
僻
し
て
以
て
地
理
を
察
す
。
こ
の
耀
に
幽
明
の
艇
を
知
る
」
と

　
あ
る
。

＠
⑤
を
参
照
。

㊥
・
『
易
経
』
繋
辞
上
里
第
四
章
に
・
「
始
め
を
麟
ね
終
わ
り
に
威
る
。
故
に
死
生
の
義
を
知
る
」
と
あ
る
・

＠
＠
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

＠
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
四
章
の
・
「
故
に
徽
は
胡
な
く
し
て
・
暴
は
嚇
な
し
」
・
も
し
く
は
第
五
章
の
、
「
罫
罫
こ
れ
を
易
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ユ

　
謂
い
、
　
（
中
略
）
陰
陽
灘
ら
れ
ぎ
る
こ
れ
を
神
と
謂
う
」
な
ど
を
指
し
、
神
と
易
と
を
不
可
見
の
一
膳
に
八
つ
い
て
一
体
と
し
て

　
理
解
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

倫
U
『
易
経
』
繋
辞
上
門
々
五
章
の
・
、
「
一
陰
一
陽
こ
れ
を
道
と
謂
う
。
こ
れ
を
継
ぐ
も
の
は
善
な
り
」
を
指
し
、
道
と
善
と
の
間

　
に
次
元
的
相
違
を
設
け
て
い
る
の
を
批
判
し
て
い
る
。

⑤
㊥
を
参
照
。

㊥
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
七
章
に
本
つ
く
。
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＠
同
右
。

＠
　
『
易
経
』
繋
辞
伝
は
孔
子
の
著
と
さ
れ
る
（
『
史
記
』
孔
子
世
家
）
が
、
文
章
に
「
子
日
」
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
朱
子
は
孔
子
自
身
が
作
っ
た
と
す
る
立
場
か
ら
、
「
子
日
」
の
つ
い
た
文
章
は
後
人
が
附
加
し
た
も
の
と
考
え
る
（
『
本
義
』
繋

　
三
三
伝
第
六
章
）
。

⑥
　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
第
十
二
章
に
本
つ
く
。

＠
同
右
。

＠
　
『
慈
湖
遺
書
』
巻
十
、
三
十
四
丁
、
論
論
語
上
に
も
、
「
よ
く
夫
子
の
道
を
求
む
る
も
の
は
、
こ
れ
を
夫
子
に
求
め
ず
し
て
、

　
こ
れ
を
吾
が
心
に
求
む
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
経
学
と
理
学
を
超
え
る
楊
美
嚢
の
心
学
的
立
場
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
荒
木
見
悟

　
「
陳
北
渓
と
楊
慈
湖
」
（
広
島
大
学
、
哲
学
第
六
輯
、
昭
和
三
十
一
年
、
七
十
九
）
及
び
拙
稿
「
己
易
訳
註
（
そ
の
一
、
は
し
が
き
）
」

　
（
荒
木
見
悟
教
授
三
三
記
念
論
集
、
昭
和
五
十
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

＠
飴
静
・
三
王
・
周
公
・
孔
子
を
指
す
。

一4
5
一

三
四
　
易
は
吾
が
心
に
求
め
る
。

　
八
易
経
）
繋
辞
上
伝
に
、
「
（
天
地
陰
陽
の
道
は
）
万
物
を
活
動
生
長
さ
せ
る
が
、
聖
人
の
よ
う
に
（
天
下
の
栄
枯
盛
衰
を
）
憂
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
つ

と
は
な
い
（
徳
は
両
者
と
も
等
し
い
が
、
天
道
は
無
心
で
聖
人
は
有
心
で
あ
る
）
，
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
。

（
な
ぜ
な
ら
不
可
見
の
一
撃
に
お
い
て
は
）
憂
い
は
天
、
万
物
は
天
で
あ
る
。
孔
門
の
弟
子
達
は
孔
子
の
言
葉
を
聞
き
な
が
ら
誤
解
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
私
見
を
交
え
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
。
　
（
論
語
に
）
「
吾
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

道
は
一
つ
の
こ
と
で
貫
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
。
繋
辞
上
伝
に
、
「
易
は
天
地
に
な
ぞ
ら
え
て
作
ら
れ

た
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
　
（
不
可
見
の
一
対
に
お
い
て
は
）
天
地
は
易
で
あ

る
・
鰐
（
形
の
な
い
も
の
）
．
と
囎
（
形
の
あ
る
も
の
）
に
は
本
来
二
つ
の
異
な
っ
た
状
態
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
狂
、
上
を
向
い
て
は

天
を
、
下
を
向
い
て
は
地
を
観
察
し
て
始
め
て
幽
明
の
状
態
が
分
か
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
（
両
者
の
相
異
を
知
る
の
み
で
は
不
十
分



で
、
本
来
一
体
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
い
）
。
死
生
も
本
来
二
つ
の
異
な
っ
た
状
態
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
も
の
ご
と

の
根
源
を
尋
ね
て
そ
の
終
極
を
見
通
し
て
始
め
て
死
生
の
状
態
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
孔
子
の
言
葉
で
は

な
い
・
そ
の
弟
子
達
の
私
見
に
す
ぎ
な
い
。
　
（
不
可
見
の
剛
者
に
お
い
て
は
）
徽
（
易
の
霊
妙
な
る
働
き
）
は
易
・
道
は
善
で
あ
る
。
繋

辞
上
等
に
、
「
天
の
道
を
・
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
の
が
人
間
の
善
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
道
と
善
、
天
と
人
を
）
二
つ

に
分
け
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
天
の
）
道
か
ら
離
れ
て
（
人
の
）
善
が
あ
る
と
す
る
の
は
、
荘
子
の
虚
無
の
学
（
独
善
的
な
道
の
教
え
）
に

引
き
ず
り
こ
ま
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
聖
人
の
大
道
で
は
な
い
。
孔
子
が
（
繋
辞
上
伝
に
）
、
「
易
は
至
上
の
も
の
だ
。
易
と
は

聖
人
が
自
己
の
徳
を
高
め
、
自
己
の
活
動
を
広
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
。
　
（
不
可

見
の
　
者
に
お
い
て
は
）
聖
人
は
易
で
、
徳
や
活
動
は
易
で
あ
る
。
続
い
で
、
「
天
は
高
く
地
は
低
く
位
置
を
し
め
て
、
易
（
の
道
）
は

そ
の
中
に
霧
れ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
・
こ
れ
は
孔
子
9
】
畢
で
は
な
い
・
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
・
易
と
天
地
と
を
二
つ
に
分

け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
孔
子
が
言
う
云
々
」
の
下
の
文
章
は
た
い
て
い
正
し
い
が
、
と
き
ど
き
く
い
ち
が
い
が
あ
る
の
は
、
伝
承
し

記
録
し
た
も
の
が
間
違
っ
た
の
で
あ
る
。
　
（
し
か
し
）
そ
の
大
意
は
正
し
い
。
「
孔
子
が
言
う
」
と
い
う
語
の
つ
い
て
い
な
い
文
章
が
と

か
く
正
し
く
な
い
の
は
、
孔
子
の
言
葉
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
・
　
（
不
可
見
の
一
華
に
お
い
て
は
）
戦
（
天
）
は
易
・
噺
（
天
）
は
易
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
わ

あ
る
。
繋
辞
上
落
に
、
「
乾
坤
が
壊
れ
る
と
、
易
（
の
作
用
）
は
見
る
こ
ど
が
で
き
な
く
な
る
。
易
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

乾
坤
（
天
地
陰
陽
の
変
化
）
も
終
焉
し
た
に
等
し
い
」
・
さ
ら
に
「
醗
班
，
（
無
形
）
の
も
の
を
道
と
い
い
・
藤
鷲
（
有
形
）
の
も
の

　
き
を
器
と
い
う
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
孔
子
の
言
葉
で
な
い
の
は
全
く
明
瞭
で
、
白
と
黒
や
一
と
二
の
（
数
の
）
よ
う
に
簡
単
に
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
い
て
い
こ
の
よ
う
な
類
は
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
多
い
。
ほ
ん
と
う
に
易
を
学
ぶ
も
の
は
、
自

己
（
の
心
）
に
求
め
て
書
に
求
め
な
い
。
古
代
の
聖
人
が
易
を
作
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
人
の
霊
明
な
る
心
を
開
示
し
よ
う
と
し
た
か
ら
幽

に
ほ
か
な
ち
な
い
。
易
を
自
己
（
の
心
）
に
求
め
な
い
で
書
に
求
め
る
の
は
、
古
代
の
聖
人
が
指
し
示
す
所
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
古
代
の
聖
人
が
東
を
指
し
示
し
て
い
る
の
に
、
西
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
書
を
読
む
も
の
は
天
下
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
る
が
、
自
己
を
反
省
す
る
も
の
は
何
千
何
万
と
い
う
中
に
一
人
も
い
な
い
。
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附
記

「
己
易
」
訳
註
（
そ
の
二
）
は
、

に
続
く
も
の
で
、
「
己
易
」
訳
註

『
荒
木
教
授
退
官
記
念
中
国
哲
学
史
研
究
論
集
』
に
掲
載
し
た
「
己
易
」
訳
註
（
そ
の
一
）

（
そ
の
三
）
は
引
き
続
い
て
「
中
国
哲
学
論
集
」
八
号
に
掲
載
す
る
。
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